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【はじめに】透析患者の動脈硬化病変の特徴的な所見として血管石灰化がある。近年,血管

石灰化を評価する方法としては CT による方法がとられるようになってきた。しかし,全て

の透析施設で CT で評価することは困難である。そこで,われわれは全ての透析施設で測定

可能な大動脈弓石灰化係数(AＡCI；Aortic Arch Calcification Index)を血管石灰化の簡便な

検査方法として日本透析医学会に報告した(透析会誌 38:1325-1336, 2005)。今回われわれは

この AACI と他の動脈硬化マーカーおよび臨床検査所見との関連性について検討を加えた。 

【対象および方法】血液透析患者(HD 群)：105 例について,頚動脈エコー・ ABI フォルム・

大動脈弓石灰化係数(AACI)を測定し,一般血液・生化学検査,骨塩量を測定し, AACI と動脈

硬化マーカーとの関連性および生命予後についても検討した。AACI の測定方法は胸部単純

Ｘ線フィルムをスキャナーで取り込み, Jasc Soft ware Paint Shop Pro9 でネガティブ化の

画像処理をほどこし,大動脈の輪郭および石灰化した領域を浮かび上がらせる。これを Scion 

Image ソフトを利用して,大動脈弓の横断面積と石灰化面積をトレースして測定し,石灰化

面積の横断面積に対するパーセントをもって,大動脈弓石灰化係数(AＡCI；Aortic Arch 

Calcification Index)と定義した。 

【結果】HD 患者の AACI は,非 HD 患者より高く,単回帰で年齢・透析期間・IMT・Max-IMT・

頚動脈径・頚動脈血管横断面積・baPWV と正の相関を, ABPI・TBI・血糖・骨塩量とは負

の相関を示した。重回帰で AACI と相関を示したのは年齢・透析期間・高血圧・透析効率

であった。また, Kaplan-Meier 法での生命予後の解析では AACI≧5.26%の群が AACI＜

5.26%の群にくらべて有意に生命予後が悪かった。 

【結論】AACI は血液透析患者の血管石灰化の進展度を評価する上で簡便かつ有用な検査項

目であり,生命予後にも関連することが示された。 


